
、

聞

号
成

月

6

伽

meM

今金町民憲章

。民主主義に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。
O 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。
。技能をみがき溌集の開発に努め豊かな町じいたしましょう。
O 教葺をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年同月 1a 



川右岸

河
川
緑
地
管
理
運
動
公
園

を
整
備
し
ま
す

運動公園基本計画図

後
河志
運川利

動緑別

公地川
園

「
後
志
利
別
川
河
川
緑
地
管
理
運

動
公
園
」
は
河
川
緑
地
が
持
つ
河
川

潔
境
機
能
的
効
果
を
積
極
的
に
利
用

し
、
新
た
な
潤
い
の
あ
る
河
川
景
観
・

郷
土
景
観
を
創
り
出
し
、
地
域
内
生

活
領
域
と
街
活
さ
せ
、
地
域
住
民
の

生
き
が
い
と
心
的
交
流
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
が
主
目
的
で
す
。

疎
遠
に
な
り
が
ち
な
人
と
川
の
き

ず
な
を
深
め
‘
河
川
愛
随
や
美
化
思

想
的
啓
蒙
を
は
じ
め
町
民
的
健
康
増

進
、
郷
土
愛
の
育
成
、
地
域
的
活
性

化
、
都
市
と
の
交
流
に
寄
与
す
る
身

近
で
税
し
み
の
あ
る
河
川
緑
地
と
し

て
、
治
水
機
能
と
調
和
の
と
れ
た
運

動
公
園
を
目
指
し
ま
す
。

左
岸
の
境
内
地
は
ほ
ぼ
農
地
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
右
岸
の
堤
内
地
は

住
宅
地
と
な
っ
て
お
り
小
・中
学
校
、

総
合
体
育
館
、
公
聞
な
ど
の
施
肢
が

次
年
度
以
降
に

計
画
さ
れ
て
い
る
事
業

-
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

整
備
既
存
町
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
を
整
備
し
ま
す
。

・
多
目
的
運
動
広
場

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
が
楽

し
め
る
芝
生
を
悲
劇
と
し
た
広
場
を

艶
備
し
ま
す
。

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

芝
生
広
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る

児
ホ

l
ル
の
コ

l
ス
を
務
備
し
ま
す
。

.
催
し
物
広
場

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
地
と
し
て
、

多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
芝
生
而

を
基
調
と
し
た
務
備
を
し
ま
す
。

ラブリバー制度とは

ボランティア活動によ q、揖防の草刈り、
掃などを行う地域のみなさんに対して、河川

敷などを植栽や花坦としての利用に開放した

り、自然観察全や水辺で町学習会など、河川

への理解と親しみを深めるためのスペースと

しての利用を促進し住民的皆さんとともに河

川町良好な維持と、うるおいとやすらぎのあ

る水辺空間を形成していくための制度です.

1
 
2
 
[
 

整備計画の方針

河川環境管理基本計画との整合を図ります。

今金町内産業、行政の中心地であり、交通の袈4暗に位置して
いることから、鑑賞価値の高い景観対象地として水と緑を基

制とした修景緑化を図ります。

3 河川に現存、潜在する自然的紫材や水際空間!としての特性を

活用し、幼少年層の情操や感性を育成・助長する場として、

また地域内身近な清涼の地、主主遥の地として型車備すると共に、

野鳥の休憩、採餌の場としての生，む環境の保全に努めます。

4 地域内特性を生かLた利用を推進し、地域のニーズに応じた

河川緑地の盤備を図ります。

市街地強制liや公園緑地整備などと歩翻を合わせ、生活領域と

一体化した河川緑地とします.

6 他に代替が困難な河川環境機能を積極的に利用すると共に、

河川本来的目的である治水機能、利水機能を釧なうことなく

三者向機能が一体的に発揮されるよう、その鯛和に努めます。

7 河川敷の利用に際しては、利用者向安全を確保します。

8 . 21世紀に迎える高齢化社会への対策を図ります。

1 

2 

5 

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
計
画
区
域
は
ラ
ブ
リ
パ

!
制
度
に
認
定
さ
れ
、
函
館
開
発
建

設
部
と
町
が
一
体
と
な
っ
て
住
民
の

生
活
環
境
内
向
上
や
高
働
者
対
策
の

一
環
と
し
て
、

市
街
地
内
南
側
を
流

れ
る
利
別
川
町
木
と
緑
出
品
か
な
オ

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
か
し
、
住
民
の

ス
ポ

y
の
場
、
憩
い
の
場
、
イ
ベ

ン
ト
の
広
場
と
し
て
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

本
年
度
工
事
の
概
要

-
ゲ
ー
ト
ポ

l
ル
場

4
面

多
数
内
町
民
的
利
用
が
見
込
ま
れ

る
施
設
で
地
方
大
会
が
可
能
な
規
模

と
し
て

4
面
を
整
備
し
ま
す
。

・
駐
車
場
舗
装

昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
総
而

積
3
0
2
0
.貯
の
駐
車
場
が
完
成
し

ま
す
。

• • 
寒昇地区で温泉ポーリング

r今金市街地に温泉を』円安望に応え、
町内嘩昇地区内木田で温泉ポーリングが

始まりました.期待どおりの初出がある

と極々、活用法が考えられます。

(掘削深度 1，500m子定、

事業費 69，999千円)

金
原
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
は
じ
ま
る

工
事
は
建
築

・
屯
気
設
備
・
給

排
水

・
外
出
桝
の
各
工
郁
に
分
か
れ

総
卒
業
費
は

1
低

3
3
9
8
万
6

千
円

(
山
村
地
域
新
農
林
漁
業
特

別
対
策
市
中
業
補
助
)
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

『

金
原
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事
の
起
工
式
が

5
月
幻
自
に
終

わ
り
、

9
月
日
日
完
成
を
目
指
し

て
本
格
的
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
.

建
築
場
所
は
金
原
旭
の
中
野
倫

丸
さ
ん
毛
横
で
、
施
設
の
構
造
は

木
造
平
屋
建
一
部
地
下
‘
鋭
棋
は

l
階
床
面
積
3
4
0
・
0
7
7
耐、

地
下
床
面
積
5
6
・
0
1
3
師、

延
床
面
続
3
9
6
・
0

9
耐
と
な

っ
て
い
ま
す
。

1
 
3
 
〔

1

0

9

6

2
耐
の
会
議
室
を

は
じ
め
研
修
室

・
農
産
物
加
工
笑

習
室
各
々

2
室
、
史
料
室
娘
老
人

作
業
室
な
ど
が
設
備
さ
れ
ま
す
。

司司.... 



平成5年10月1白から平成6年3月31固まで

町の財 況
，~、 t.!.. ，~;.、之、 ;.i:~'.!i ， ，<:'，_\f!il~~ν之{パI~t!‘， \:;j ‘，11.‘'‘ f司
会 i-!.;S-:，'~;:~ .. ";，..戸、.'ρ出羽前山市写 Pと‘、、 、t ツぽ 守 a qLA4・，
EZiii，戸 財政状".兄，EE公表除、府黒めみ弘¥Eミイトに町の財政がどのように運営され -， どのよ: 設〈l
、三司刊".~~ 'm~; ーみが山司了今 ょ んそれa
il j な、予算執管状況にあ，るhき知戸 芯らfい、町政の一層の発展についてご協力をJλ~]時
よ ω 一

ぷ fお原いするた杭毎年2FLP早;叩

86億9.553万8千円一般会計予算総額

状政
万
一

ω火
災
に
備
え
る

平成 5 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 会 費 92.665 91. 578 98. 8 

総 務 費 92日.798 857.666 93. 1 

民 生 費 906.113 818.374 90. 3 

衛 生 費 586.807 576. 729 98. 3 

労 働 費 10.656 6.221 58. 4 

農林水産業費 1. 456. 816 1.185.566 81. 4 

商 工 費 325. 141 261. 924 80. 6 

土 木 費 1.337.015 1.154.244 86. 3 

消 紡 費 191.633 191.391 99. 9 

教 育 費 666.440 581. 388 87. 2 

災害復旧費 1. 379. 481 907.544 65. 8 

公 債 質 804.292 800.003 99. 5 

予 備 費 。 日

繰越明許費支出 17.681 17.645 99.8 

計 8.695.538 7.450.273 85. 7 

(単位千円%)O歳出内訳

(単位.千円 %) 

よ ¥〈f予算現額 収入済額 収入率 予算 現額 支出演額 支出率

国 保 事 業 会 言十 714. 771 631. 525 88.4 714.771 577.356 80.8 

簡 易 ホ 道会 言十 200.191 200.514 100.2 200.191 194.633 97.2 

老 人 保 健 会 計 838.959 794.606 94. 7 838.959 785.311 93.6 

国 保 病 院会 百十 1. 218. 502 1. 207. 349 99. 1 1.219.125 1.210.891 99.3 

-収益的収入及び支出 1. 172.871 1.161.718 99.0 1.172.774 1.164.541 99.3 

-資本的収入及び支出 45.631 45.631 100.0 46.351 46.350 99. 9 

dロ， 計 2.972.423 2.833.994 95. 3 2.973.046 2. 768. 191 93. 1 

〕4
 
〔

平成 5 年度
区 分

予算現額 収入済額 収入率

町 税 581. 112 579.336 99.7 

地方譲与税 133.862 133.862 100.0 

利子割交付金 13.928 13.928 100.0 

自動車取得税交付金 56. 001 56.001 100.0 

地方交付税 3.239.359 3.239.359 100.0 

交通安全特別交付金 1.678 866 51. 6 

分担金及び負担金 126. 365 119.126 94. 3 

使用料、手数料 187.228 182.213 97. 3 

国庫支出金 826.055 719.933 87. 2 

道 支 出 金 1. 637. 841 513.929 31. 4 

財 産 収 入 113.470 109.865 96.8 

寄 附 金 300 300 100.0 

繰 入 金 215.387 213.484 99. 1 

繰 越 金 14.847 14.847 l日日日

諸 収 入 728. 124 929.036 127.6 

町 債 802. 300 12.100 1.5 

繰越明許費収入 17.681 17.681 100.0 

Z十 8.695.538 6.855.866 78. 8 

(単位千円%)o歳入内訳

司・• 
今
金
消
防
囲
内
総
合
棋
習
が

6
月

日
日
午
後
1
時
か
ら
第
一
、
第
一
一
、

第
三
各
分
団
よ
り
汚
名
、
職
員
同
名

が
参
加
し
、
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
か
ら
今

小
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
に
続
き
、
来
賓

叫
名
が
見
守
る
な

か
、
各
分
団
に
よ

る
小
隊
訓
練
や
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
な

ど
を
行
い
、
分
列

行
進
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
に

お
い
て
行
わ
れ
た

放
水
訓
練
で
は
、

消
防
車
斬

7
台
に

よ
る
演
習
が
行
わ

れ
‘
万

一
の
火
災

に
備
え
て
い
ま
し

た

4

司
今
中
女
子
ハ
ー
ド
ル
競
技

hv
蔽
隊
マ
ス
ゲ
ー
ム
(
今
小
5

・6
年
}

特別会計歳入・歳出予算の執行状況

• • 4

司
今
中
男
子
走
り
幅
跳

4

司
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
一
ブ
{
花
石
小
5

・6
年
)

h
 

hv
辛
勝
て
グ
白
勝
て
M
H

応
援
合
戦
(
今
小

hv
す
っ
た
も
ん
だ
が
あ
り
ま
し
た
(
今
小
S
年
)



募集案内

晩駄の衛北海道で「第8回 '/-Jレ・ド 北海道恥般参加 Jが、開催さ札ることになりま Lた.
大野町の特別コースでのクリテリウム、そして今金町~北柑山町のコ スでのチ ムタイムトライアル且

び個人ロードレースで是非幸加Lて、自己的体力 技能を+二分に発揮して下さい。

南北海道の枇探い大自然的中でのこの大会に、ぜひ桃叫しご参加下さい。

1 

2 参加資格

*一般参加。第8回ツール・ド・北海道
@ 

ー

今
金
地
区
敬
老
会

12，000円

3，000円

4，000円

1チーム

高校生以下

一般

3 参加者数

4 クラス別

5 参加料

① 

② • • 

華 p
麗ョ
なン

演管
奏 ァ
で 三
田了ン

民サl 
を p
魅
了

昨
年
も
当
町
を
訪
れ
、
好
評
を
得

た
ジ
ョ
ン
神
塚
さ
んの

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
が

5
月
初
日

の
瀬
棚
町
に
続
き

幻
自
に
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
6
1し
v
h
~

。

日
本
槙
奏
旅
行
で
来
日
中
町
神
塚

さん
は
瀬
棚
町
と
米
国
の
ハ
ン
フ
ォ
ー

ド
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
尽
力
し

た
ア

l
サ
!
神
塚
さ
ん
の
長
男
で
英
国

平成6年 7月 1日 {金)から 7月31日 (日)まで.但し、定貝になり次第締め切り
ますので、お早めにお申し込み下さい.

参加申し込みは、害加申込啓に必要都喧iを記入L、参加料を添えて現金魯留郵便に
よる申込か、又は直接大会事務局へお越し下さい.なお、郵送の場合、 6月消印のも

のは受付いた Lません。

申し込みの際には、必ず80円切手を貼った返信用封筒(宛名記載)を郵送、又は持

参して下さい。

なお、参加申込用紙は、大会事務局又は指定場所に用意しておりますので、お問い

合わせ下さい。

主制i/側ツーノレ ド 北海道協会

干060札帆市中央区北4条西 5丁目北海道林業全館内

TEL (0 1 1) 2 2 2 -5 9 2 2 

FAX (0 1 1) 2 3 2 -4 604 

参加申込み ・問い合わせ先

ー

今
金
婦
人
会
主
催
の
今
金
地
区
敬
老
会
が

6
月
口
目
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
他
さ
れ
、
市
街
地
及
び
周
辺
の
お
年

寄
り
2
5
0
名
が
出
席
し
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
敬
老
町
田
に
先
が
け
て
、
毎
年
聞
い
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
婦
人
会
の
お
手
伝
い
ぬ
名
が
早
朝
か
ら
準
備
に

あ
た
り
ま
し
た
。

会
は
、
午
前
日
時
か
ら
始
ま
り
、
生
屯
き
よ
え
会
長
が

1

今
日
一
目
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。」

と
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
お
年
寄
り
ら
は
赤
飯
や
折

り
詰
め
、
婦
人
会
手
作
り
の
ソ

l
メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
余

興
を
楽
し
み
ま
し
た
。

余
興
は
、
小
百
合
保
育
園
児
め
か
わ
い
い
遊
戯
、
琴
鈴

会
の
大
正
琴
演
奏
、
緑
柳
会
や
舞
踊
愛
好
会
的
腕
り
な
ど

の
披
露
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

~や踊Oで楽レい一時を週ご宮

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
後
援
の
慈
普

コ
ン
サ
ー
ト
の
メ
イ
ン
と
し
て
活
路

し
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ハ
の

「モ

y
テ
ト
第
三
番
か

ら
の
楽
章
H

イ
エ
ス
よ
我
が
喜
び

ι、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

「
ソ
ナ
タ
作
品

m

の
2
へ
長
側
」
な
ど

6
山
聞
を
演
奏
し
、

2
0
0
名
あ
ま
り
の
町
民
を
魅
了
し

ま
し
た
。

r"1 

参加申込方法

却1u> 申⑨ 

ー

〕E
 
〔

植
え
よ
う
、
ふ
ゃ
そ
う
未
来
の
緑

今
金
営
林
署
の
平
成
6
年
度
植
樹

祭
が
，
植
え
よ
う
、
ふ
や
そ
う
未
来

の
縁
。
を
テ
!
?
に

6
月
3
目
、
美

利
河
森
林
事
務
所
部
内
2
9
6
イ
林

小
班
(
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
隣
接
内

国
有
林
)
で
行
政
機
関
、
各
団
体
的

長
、
緑
町
少
年
団
、
一
般
町
民
の
代

表
ら
的
名
あ
ま
り
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
森
林
資
源
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
緑
あ

ふ
れ
る
森
林
を
つ
く
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

作
業
服
姿
で
集
ま
っ
た
参
加
者
は

岩
貝
か
ら
植
樹
の
仕
方
を
教
わ
り
、

ク
ワ
や
ス
コ

y
プ
を
使
い
植
樹
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
植
え
ら
れ

た
の
は
栗
の
木
1

5
0
本
で
各
々
て

い
ね
い
に
植
え
込

み
、
立
派
な
記
念

標
識
が
た
て
ら
れ

ま
し
た
。

何
年
か
後
に
栗

拾
い
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

桔の苗移橿中央通線!こ • • 
花

νっ
隠
V
運
動
展
開

町
で
は
、
今
年
も
町
内
美
化
運
動
向

一
環
と
し
て
、
花

い
っ
ぱ
い
迎
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

6
月
2
目
、
今
金
老
人
ク
ラ
ブ
門
会
貝
ら
指
名
が
作
業

服
姿
で
、
山
田
電
気
工
業
か
ら
総
合
体
育
館
ま
で
の
町
道

中
央
線
の
街
路
樹
下
に
花
の
苗
を
一
本
一
本
て
い
ね
い
に

植
え
込
み
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
の
は
、
桧
山
北
高
校
で
丹
精
込
め
て
育
て

ら
れ
た
7

リ
l
ゴ
ー
ル
ド

・
ガ
ザ
ニ
ヤ

・
サ
ル
ピ
ヤ
の
3

種
類
、

4
0
0
0
本
の
う
ち
2
0
0
0
本
で
す
。
残
り
は

学
校
、
デ

・
モ

l
レ
ン
、
及
び
公
共
施
設
な
ど
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
苗
は
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
色
と
り
ど
り

の
花
を
咲
か
せ
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
当
町
を
訪
れ
る
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
.

花
を
折

っ
た
り
、
踏
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
く
、
美
し
い

花
を
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
.

〕7
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チームタイムトライアノレ (30.5k皿)及び個人ロード レース (30.5km)

日位会場 9月15日(木)

今金町から北楠山町までの30.5kmのコースでの競技。

111チームタイムトライアJレ

高校生以上司男子てゆ35kmを1時IHJ以内で走行できる体力のある者。
12河司人ロ ドレ ス

中学生以上町男女で30kmを1時Il:IJ以内で走行できる体力のある者。
(※未成年者は、保雄者向同意が必裂です。)

111チームタイムトライアル 20チーム(1チ ム 3名 X20=60名)

12同国人ロ ドレ ス 300名
男女、年齢で分ける.

111チームタイムトライアル

121個人ロ ドレス
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〔

快
晴
の
も
と

町
民
登
山

国
民
年
金
の
届
出
は

サラリーマンの
奥さん

ヵ=カン岳

お
済
み
で
す
か
?

町
観
光
協
会
主
催
の
カ
ニ
カ
ン
岳

町
山
開
き
が

6
月
5
日
、
町
民
登
山

を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
1
年
生
か
ら
河
歳
ま
で
の

1

0
1
名
が
受
山
口
で
今
年
内
山
町
安

全
を
祈
願
し
た
後
、

9
8
1
m
の
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

ト
ド
マ
ツ
や
ブ
ナ
林
を
抜
け
、
高

山
植
物
を
な
が
め
な
が
ら
2
時
間
叫

分
ほ
ど
で
山
頂
に
到
殖
。

快
附
の
も
と
展
望
も
絶
好
で
内
浦

湾
か
ら
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
が
一

望
で
き
、

雷
渓
を
滑

っ
て
歓
声
を
あ

げ
る
子
供
な
ど
も
い
て
楽
し
い
登
山

と
を
り
ま
し
た
。

企雷渓をふみLめて山頂をめざす参加者

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
初
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
方
が
、

全
員
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制

度
で
す
。

加
入
者
は
、
次
の

3
種
類
で
す
。

・
第
1
号
被
保
険
者

牒
業

・
漁
業

商
業
な
ど
の
自
明白

業
向
方
と
そ
の
配
偶
者
、
学
生
な
ど
。

・
第

2
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方
。

-
第
3
号
被
保
険
者

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

。
奥
さ
ん
は
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
届
出
が
必

要
で
す
。

届
出
は
、

「国
民
年
金
被
保
険
者

取
得
・
種
別
変
更

・
種
別
確
認

(第

3
号
被
保
険
者
該
当
)
居
容
」
に
卒

業
主
の
証
明
を
受
け
て
住
所
地
内
市

町
村
の
国
民
年
金
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

。
届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
大
変

第
3
号
被
保
険
者
の
期
間
は
、
国

民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
と
な

り
ま
す
が
、
届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、

届
出
を
し
た
月
か
ら
2
年
以
前
向
期

間
は
未
納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
将

来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
‘
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
す

み
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
.

。
保
険
料
は

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
ご
主
人

の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
か
ら
一

括
し
て
拠
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
個
人
で
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
こ
の
よ
う
な
時
に
届
出
を

第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た
後

に
、
就
職
・
退
職
・
離
婚
し
た
と
き

な
ど
、
節
目
節
目
に
は
届
出
が
必
要

で
す
の
で
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
係
か
社
会

保
険
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ワァミリーめ山

登山口までは、美利河より北へ利

別川本流沿いの林道を約10キロ行っ

た所にある。登山口から山頂までは、

山頂より束へ茶屋川と平行する尾根

に、良〈聾備された登山道がある。

登りは じめは荒れた林道を少し行き、

すぐに尾栂に取り付き急登で二合目

に達する。二合目から四合固までは

プナ林のなだらかな尾根路を行〈。

四合目から七合固までは、金鉱遺跡

への分岐占を通過し、金鉱坑道のあ

る七合自に克1<。七合目から山頂ま
では展望的良い登りて官宣い急登。草

付き箇所を通り、南から北へ回り込

んでハイマツのある1買に培〈 。

.登山コース 利別川林道コース

.5万分の 1地形図/寺会・大平山

・登山口から山頂まで距離 約 4km 

.所要時間:登り約 2時間4日分

.コース・ガイド

カニカン岳
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• 
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つ
り
を
し
た
。

つ
り
ざ
お
は
、
お
も

大
き
な
い
わ
も
、
地
し
ん
で
く
ろ

く
な
っ
た
り
、
わ
れ
た
り
し
て
い
た
.

天
候
は
、
風
。
海
に
行
く
と
、
さ

す
が
に
、
風
も
強
か
っ
た
。

つ
り
を

し
て
い
て
、
風
が
ふ
く
た
び
に
、
つ

り
ざ
お
が
お
も
く
な
っ
た
。

い
わ
と
い
わ
の
聞
に
、
水
が
た
ま

っ
て
い
る
所
に
、
ひ
と
で
が
い
た
。

ひ
と
で
も
、
は
じ
め
て
見
た
.

わ
た
し
は
、

1
ぴ
き
も
つ
れ
な
か

っ
た
。
く
や
し
か

っ
た
。

つ
れ
た
友

達
が
う
ら
や
ま
し
か

っ
た
.

お
金
に
た
べ
た
‘
い
か
や
き
や
お

い
も
は
、
と

っ
て
も
お
い
し
か

っ
た
。

は
じ
め
で
し
た
つ
り

横
本
佳
津
栄
ぷ

費
利
河
小

5
年

午
後
か
ら
も
、

で
も

つ
れ
な
か
っ
た
。

つ
り
に
行
っ
た
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
な
事
を
た
い
け
ん
し
て
、
い

ろ
ん
な
物
を
見
た
。

*
そ
の

l
。
つ

り
の
し
か
た
や
之
さ
の

つ
け
方
を
お

し
え
て
く
れ
た
。
ち
ょ

っ
と
、
え
さ
は

き
も
ち
わ
る
か

っ
た
。

*
そ
の

2
.

ひ
と
で
を
見
た
。
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
人

た
ち
が
、
魚
の
名
前
を
お
し
え
て
く

れ
た
g

5
月
日
日
制
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
何
人

が
、
せ
た
な
の
海
へ

つ
れ
て
い

っ
て

く
れ
た
。
わ
た
し
が
、
美
利
河
に
来

て
、
せ
た
な
の
梅
へ
行

っ
た
の
も
、

つ
り
ざ
お
を
も

っ
た
の
も
、
は
じ
め

て
だ
っ
た
。
う
ま
れ
て
、
は
じ
め
て
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
町
人
た
ち
が
、
つ
り

に
つ
れ
て
行

っ
て

く
れ
た
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
な
事
が
勉

強
に
な

っ
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
の

み
な
さ
ん
、
つ

q

に
つ
れ
て
い

っ
て

く
れ
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し

い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。

今
春
、
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
種
川
に

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

「些
寿
国
」
に

寮
母
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
時

か
ら
福
祉
関
係
の
職
業
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
た
竹
谷
ぷ
は

「
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
し
、
老
人
か
ら
信
頼
さ
れ
、
笑
顔
め
た

え
な
い
閥
抗
母
に
な
り
た
い
。
」

と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
竹
谷
さん
は
八
束
で
農
業

を
山
首
む
章
さん
の
Z
女
、
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で

中
学

・
高
校
と
吹
奏
楽
部
(サ
y
ク
ス
)
で
活

蹴
し
て
い
ま
し
た
。
「
や
り
が
い

の
あ
る
仕

事
で
す
が
、
大
変
な
面
も

-e
」
と
語
り
、
若

さ
で
頑
張
る
と
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

竹
合

愛
子
さ
ん

; 俳句

} 小万E走ピ阜主早1万E夏主
} 康緑2り献U春E緑2中日"
} にや去ーののや子L
i 松q白kる手た土e 光Z工.[，'"
i 数2無u 子』折u 手て 求自深t
l 多勾垢〈等らるやめに
l ゃに背12音官はて曲悦
j 常幸2胤3世ら木之忘t
事与g 満同にむか立2れ
1 光かちつ朝Eし 伸m け
} げ足たっかちより
j りまなぎ
J てれ れj て雲1
1坂大佐戸芳伊斉
3 本谷藤漕賀藤藤
i あj京畏朝慶き翠み
子暗子秋え女ち

L..，_.-._._.___，"，日日，.'J別俳句会(
( 9 ) 

八
束
中
央

側

若葉マーク



年
金
相
談
日
の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
肢
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

配き

7
月
刊
品
目
(
木
)

午
前
叩
時

1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
絞
室

3
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
1
名

{
町
民
福
祉
課
年
金
係
}

1 

と

インフ方メーション

河

川

愛

護

月

間

7
月

1
日

1
7
月
別
日

平
成
5
年
7
月
ロ
日
発
生
し
た
北

海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧

工
事
も
終
わ
り
、
今
年
も
7
月
1
日

か
ら
訂
日
ま
で
河
川
愛
積
月
聞
が
始

ま
り
ま
す
。

河
川
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
魚

-

印

-
人
に
や
さ
し
い
水
辺
づ
く
り
を

柱
と
し
て
す
す
め
て
い
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7
月
げ
日
に
は
河
川
愛
情
岨
促
進
パ

7
ゴ
ル
フ
大
会
が
他
民
グ
ラ
ン
ド

で
行
な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
河
川
愛
趨
月
間
中
に
中
学

生
に
よ
る
河
川
愛
護
に
関
す
る
椋
語

を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
.

?
i
:
-
d
1
ji--LP 

機診を受けて明るい健康づくり

(町民福祉諜衛生係 ・国保係)

7月みんな

昨
年
内
優
秀
作
品

・
よ
ご
さ
ず
に
ま
も
っ
て
い
こ
う

水

資

源

今

中

l
年

高

橋

将

人

・
利

別

川

守

っ
て
住
み
良

い

き

れ
い
な
町
今
中
1
年
中
村
有
希

{
函
館
開
発
建
設
部

今
金
河
川
事
業
所
}

自

衛

官

募

集

防
衛
庁
で
は
、
平
成
7
年
3
月
下

旬
及
び

4
月
上
旬
採
用
の
陸

・
海

空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

官
募
集
種
目

一
般
曹
候
補
学
生
及
び
曹
候
補
士

官
受
験
対
象
(
弟
子

・
女
子
)

平
成
7
年
3
月
卒
業
予
定
者

古
受
験
申
込
受
付
期
間

8
月
1
日
(
月
)
1
9
月
9
日
(
金
)

肯
試
験
日

第

1
次
試
験

9
月
凶
日
(
日
)

第

2
次
試

験

日

月

3
日
(
月
)
i

m
日
(
月
)
内
聞
の
指
定
す
る
一
日

官
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所

宮

2
1
0
2
5
8

アサガオ• • 
北
海
道
瞥
察
官

採
用
試
験
案
内

1
、
公
告

(
申
込
書
交
付
)

7
月
5
日
(
火
)

2
、
申
込
啓
受
付
期
間

7
月
8
日
(
金
)
i
B月
2
日
(
火
)

3
、
試
験
日
及
び
試
験
地

ω第
1
次
試
験

試
験
日

8
月
幻
日
(
目
)

試
験
地
函
館
市
、
八
雲
町

合
格
発
表

9
月
上
旬

∞
第

2
次
試
験

試
験
日
山
月
上
旬

試

験

地

函

館
市

合
格
発
表
山
月
下
旬

4
、
受
験
資
格

昭
和
泊
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
臼

年
4
月
1
固
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

S
、
試
験
区
分

ω学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
短

大
を
除
〈
)
等
の
卒
業
者
(
平
成
7

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
)

倒
上
記
以
外
の
者

6
、
採
用
予
定

平
成
7
年
4
月
1
日
以
降

7
‘
そ
の
他
、
不
明
な
占
は
北
楠
山

箸
察
署
ま
で

宮
4

5
2
2
1

野
生
大
麻
・
不
全
け
し
の

撲
滅
に
ご
協
力
を

大
麻
酔
刊
十
を
吸
煙
す
る
と
、
知
党
・

ψ瓜巴wa母
---紹介Y又葉の会。}

難病検診のお知らせ

)
 
日1
 
〔

社会福祉協議会だより
B 6. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

く埼玉県〉 〈今金 町〉

光の村養護学校 フラワーショップはまの

〈函館市〉 種川老人クラブ

古 谷 郎 奥 井 忠 男

高 橋 正 彦 上 村 益太郎

く松前町〉 JJI 村 安太郎

石 津 兼 111 自奇 優 治

〈熊石町〉 ，{チンコボンボン

森 竹 正 俊 高美 町町 内 '" 〈大成町〉 大 倉 啓太郎

高 橋 歌 子 檎山地区手をつなぐ

〈瀬棚町〉 親の会連絡協議会

加賀谷 平日 子 メ寸当、 金 盆 栽 会

感
覚
的
変
容
や
幻
覚
な
ど
の
精
神
障

害
を
も
た
ら
し
、
特
に
成
長
期
に
あ

る
青
少
年
に
お
い
て
は
、
一
般
成
人

以
上
に
危
険
な
状
態
に
陥
り
や
す
く

な
り
ま
す
.

け
し
は
、
多
く
の
品
種
が
あ
り
、

鑑
賞
用
と
し
て
広
〈
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
な
か
に
は
許
可
を
受
け
ず

に
栽
培
す
る
と
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

身
近
で
、
野
生
大
麻
不
生
け
し

を
み
つ
け
た
時
は
、
保
健
所
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
今
金
保
健
所
宮
2
1
0
2
5
1
v

大
成
町
で
発
見
さ
れ
た
身
元
不

明
死
体
に
つ
い
て
の
お
願
い

• • 
双
葉
の
会
は
、
脳
卒
中
に
か
か
っ

た
人
達
町
仲
間
の
会
で
す
。
脳
卒
中

に
か
か
る
と
、
体
や
言
築
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
不
自
由
さ
が
生
じ
ま
す
。

家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た

り
、
家
族
以
外
と
の
交
流
が
減
っ
た

り
、
行
動
範
囲
が
狭
ま
り
が
ち
で
す
.

機
能
を
回
復
・
維
持
す
る
た
め
の

訓
練
も
、
一
人
で
は
続
け
て
い
く
こ

と
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
会
で
は
、
仲
間
が
集
い
、
専

門
的
先
生
に
よ
る
機
能
訓
練
を
始
的
、

手
工
芸
・
趣
味
の
活
動
を
通
じ
、
親

睦
を
深
め
仲
間
作
り
を
通
ヒ
て
交
流

の
輪
を
地
域
に
広
め
る
き
っ
か
け
と

な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
障
害
と
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら

つ

どこで

費用

内容

担当科

Z貝 国 対象者 翼幅目 •• 1m 同銀地区 型施会場 備

"" 
お知らせ

4回開)
畳付 老人掴祉

岨唱合〈百日

申 胃がん輯診 調 35曲以上o.:>YJ女 5日'" 6:00-7:00 
全地区

センター
担割IX組蝿班長 せき、ジフテリ

6回初d ア、制倒風〉ワ

受付 クチン予町檀団

骨 師人科がん世世 描1i30曲以上申女性 4日開} 8 ・30-9; 00 " " 細胞酷倹釜 第'"腕

12: 00-12: 30 I@目 7月 26.
4日開)
気付

27.29日
(3J 大輔がん検酷 棚田直提出上の剖'" 5日'" " r 掛器物白持.. 2回目 8月2<.

68'*' 
6 : 00-10 ; 00 

25.26日

曲 乳児相酷 生後6、 9ヶ月児 7日脚場
受付

" 
回7 民 身体計調I、保位指噂、世血相 3回目 9月 26.

9 : 30-10 ; 00 センター 睦 29.30日

<ID I曲目ヶ月児世酷 "..了、 6".月児 7目例。
交付

" " 
匡師齢眠、フ ッソ揖布、匝検

開しい日租に
12: 30-13 : 00 益、蝿世指導

"日開}
つ L、ては、'"目

骨 一般相臨 会 住 且 ..日明} 10: 00-12 : 00 " 
老人阻祉

4呆世惜噂、盟国E相臨
酎畠足時瞳者へ醐

25目伺}
センター 別組長日L、たしま

尿検査、血植輯査、歯科指導
す.

cr> 旺間住睦 旺師申方 12日t崎 :W: l'寸 " 国保病院 世聾描噂、保惜指揮、医師睦13: 00-】 13:30 
務〈有料〉

骨 睡眠健酷 主主役 3 ヶ月児 12日'"
受付

" 
今金

肱闇聞X蹄措置王
山:00-13 : 30 保ミ世 F万

<ID 位凪Eまつり 会 4主 民 15目白剖 。:00-15 ; 00 " 同T '" 輔副、血示、世雌静観センター.. 営聾者瞳睡 食品衛生怯ーに 19目b崎 9 : 00-】 " 
今 金 身体計剛、 血横瞳査、車輪査

基づく営聾者 20日例。 保担所 山æðllJ~。宵見晴臣 生徒 3 ヶ 月児 21日炉同 '" イ寸 " 
.J 民 身体肝師、保健指揮、睡眠相

9 : 30-10 : 00 ..，，'"ター 世。乳児世世 生後4、 7、 10、 21日伺4 受付 M " 
身体四十削、 E師酷略、歯科指

12".月児 12: 30-13; 00 導、常磐田導、保髄拍樽。情 E 地 E 会 佳 民
21目。時 受付

" " 
血民事斗

i血回世揖 268t'Jo 14; 20-14 ; 50 耳鼻科

唖 3 揖児世齢
生後 3描

26日開 交付 " " 
身体肘醐、匡師措置算、歯科指

2、 3、 4ヶ月見 12; 30-13 : 00 導 、 栄聾指導、 保世間帯

難病や難病と恩われる病気でお悩みの方の

ために健康診断や相談を開設いたします。

ご希望の方は、今金保健所または、役場に

7月14日(木)までにご迎絡ください。

記

平成6年7月24日(日曜日)

受付時間9時-11時

(希望者の多い時、受付時聞を変更

することがあります)

今金町国保病院

無料

健康診断・相談 田その他

神経内科、消化器内科、内分泌系、

血管外科、眼科、自己免疫、整形外

科など6-7名の医師(干定)

身体障害者手帳をお持ちの方はご持

参ください。

診察時聞が延びる場合がありますの

で昼食の準備を。

今金保健所(保健婦係、衛生係)

告 2-0251

今金町役場(保健指導係、衛生係)

32-0111 

し、

本
年
5
月
2
目
、
大
成
町
宮
野
で

白
骨
化
し
た
死
体
が
発
見
さ
れ
身
元

に
つ
い
て
捜
査
中
で
す
が
未
だ
に
身

元
が
判
り
ま
せ
ん
。

被
害
者
向
特
徴
は
次
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
人
に
心
当
た
り
の
方
向
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

被
害
者
の
特
徴

①

性

別

女

性

と

恩

わ

れ

る

②

年

齢

m
i
印
歳
位

③

身

長

概

ね

1
5
0
叩
前
後

④
歯
肉
特
徴
上
の
前
歯

1
本
金
冠

治
療
、
下
町
奥
歯
2
本
治
療
な
ど

⑤
死
後
の
経
過
期
間

約
2
1
4
年

斑
連
絡
先
北
格
山
警
察
署
文
は
最

寄
り
の
派
出
所
ま
で

'"パス見牢旅行を轟しむ双葉の金

せ
る
こ
と
を
目
標
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
も
み
ん
な
の
笑
顔
と
和
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
.

双
葉
町
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
ま
で

その他

申込先

1
 
1
 
1
 
〔



o@o令令住民の動態令。g。令

(前月対比)

(+ 5) 

(:1: 0) 

(+ 5) 

(+ 11) 

5月末現在

7，452人

3，598人

3，854人

2，501世帯

口人

8⑦3021 

fiC)0221 

8④5011 

fi@5321 

fiC)0324 

7月の休日当番医
(瀬棚)

(今金)

(北槍山)

(北槍山)

(今金)

楢崎医院

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

北檎山町国保病院

富田医院

3日

10日

17日

24日
男

女

世帯数

31日

毎月1日及び15日を今金町交通安全の日
CJおたんじようおめでとうとします。交通安全運動にご協力を.グ

5月14日(秀紀九長女)南栄町{主桑九安達今金町交通安全運動推進委員会

石

克彦三(大和町)

=千代谷綾子三(中種JJ I ) 

5月22日(秀一三長男)白

固いつまでもおしあわせに

ぷ原、紺

一也eな田中

:-(f • 
下稲穂84歳

画お〈やみもう Lあげます

5月19日俊蔵さん田村
ジャンボ風車

よってζ日まつり行事日程

7月 9日 (土)

肯会場オープン(12時-)

・ピヤガーデン、農産物即売会など

・カラオケ、ゲーム大会

官民謡ンョ (19日寺一)

7月10日(日)

官格安オ クション(12時-)

肯ジャンボ秀克ショー(13時-15時)

モノマネ、ゲーム大会

(ピヤガデン、農産物即売会など)

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
0
4
l
A
l
A
l

番

• 

重
き
告
の
*
イ
鎗

τ-z

や
め
よ
ラ

〕2
 
1
 
〔

神
丘
小
学
校
(
田
村
十
一
郎
校
長
、

児
童
初
名
)
で
は
毎
年
、
春
と
秋
に

国
道
を
含
む
地
区
内
内
道
路
で
空
き

缶
ひ
ろ
い
を
し
て
い
ま
す
。

5
月
幻
日
に
は
児
童
が

5
班
に
分

か
れ
て
全
長
約
初
回
に
お
よ
ぶ
道
路

で
空
き
缶
1
6
6
6
個
を
ひ
ろ
い
集

め
ま
し
た
。

昨
年
に
比
べ
て
空
き
缶
の
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

編
一集

一後
一記

マ
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
み
ん
な
の
広
場
内
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

小
学
生
を
中
心
と
し
た
作
文
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
生
は
も

と
よ
り
大
人
も
含
め
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
町
内
で
話
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
情
報
提
供
も
あ
わ
せ
て
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


